
発行　苓北町議会  TEL３５－１１１１　
編集　議会広報特別委員会

苓北町議会だより

※
と
じ
て
保
存
し
ま
し
ょ
う
。

主な内容
●

●

●

議長挨拶

臨時会・定例会等

一般質問

･････････････････････２

････３～６

･･･････････････７～11

12議会だより  きずな ・発行／熊本県苓北町議会  〒863-2503  熊本県天草郡苓北町志岐660  TEL0969-35-1111
・印刷／㈱印刷センター  〒863-2114  熊本県天草市五和町城河原2-73  TEL0969-28-6700

議  会  日  誌
※主なものを載せています

議会広報研修会
第２４回関東ふるさと苓北会総会
苓北町農協との意見交換会
議会運営委員会

10月

11月

11月
26日

28日

２２日
２４日
２６日
２９日

令和元年第８回苓北町議会定例会
全員協議会
議会広報特別委員会
議員定数等調査特別委員会
議員全体会
議会広報特別委員会
議会広報特別委員会

12月
１０～１２日
１０～１１日

１２日
１７日

２６日

熊本天草幹線道路の早期完成を求める
天草島民集会
唐津市・苓北町姉妹都市締結２５周年記
念事業式典
天草地域国県道路の整備促進に係る要
望活動

１３日

１８日

１９日

全国町村議長会創立７０周年記念式典及
び研修会
県関係国会議員への要望・意見交換会
令和元年第７回苓北町議会臨時会
苓北町商工会との意見交換会
天草漁協苓北支所との意見交換会

皆様の傍聴をお待ちしております。
12月定例会の傍聴者は、

　　　　　80人でした。

３月です。
次の定例会は

議事録は『苓北町役場ホームページ』
https://reihoku-kumamoto.jp/
　　　　　　　　gikai-gijiroku/
で閲覧できます。 上記の順で開いて行くと一般質問の

様子が録音放送にて聞けます。

“定例議会の一般質問が
インターネットで聞けます”

苓
北
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

各
課
か
ら
の
案
内

議
会
事
務
局

議
会
一
般
質
問
・
音
声

➡ ➡ ➡

編
集
後
記

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
は
あ
ま
り
に
も
自
然
災
害
が

多
い
年
で
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今

も
な
お
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
生
活
再

建
の
目
途
が
立
た
な
い
人
も
多
い
な
か
で
、

寒
い
時
期
に
な
り
体
調
に
は
十
分
気
を
付

け
、
一
日
も
早
く
元
の
生
活
に
戻
ら
れ
る

よ
う
祈
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

11
月
に
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
ロ
ー
マ
教

皇
が
唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本
へ
、
ま

た
爆
心
地
広
島
・
長
崎
を
初
め
て
訪
れ
て

『
核
兵
器
は
使
用
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く

保
有
す
る
こ
と
も
倫
理
に
反
す
る
』
と
、

平
和
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
、
世
界

に
日
本
国
民
に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平
和

で
災
害
の
な
い
年
で
あ
る
こ
と
と
、
町
民

の
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
康
を
議
員
一
同

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　

令
和
元
年
10
月
21
日
発
行
の
議
会
だ
よ
り
き
ず
な
１
１
１

号
、
10
ペ
ー
ジ
・
３
段
目
33
行　

意
見
の
要
旨
で
左
記
の
と

お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

「
誤
」 

一
般
会
計 

予
算 
の
認
定
に
反
対

        

　
　      

　
　   

⇐

「
正
」 

一
般
会
計 

決
算 

の
認
定
に
反
対

町木「ツバキ」町木「ツバキ」町花「はまゆう」町花「はまゆう」
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苓北町議会だより「きずな」第１１２号
年頭あいさつ・臨時会・議員定数等特別委員会

契約金額　　　当　　初　１２７，４４０，０００円
　　　　　　　前回変更　　８，２５７，７４４円
　　　　　　　今回変更　　１５，６４４，９９２円
　　　　　　　合　　計　１５１，３４２，７３６円
契約の相手方　熊本県天草郡苓北町都呂 ９々１６番地
　　　　　　　前川建設株式会社
　　　　　　　　　　代表取締役　前川敏士
工事箇所　　　天草郡苓北町都呂々字
　　　　　　　杉ノ迫５７３４－１他

　第３回苓北町議会議員定数等調査特別委員会が開催され、議員定数及び議員報酬並びに今後
の進め方についての議論が交わされた。
◎議員定数及び議員報酬について
　○県内の類似町村（人口５千人から８千人）の議員定数は１０人であり見直しが必要である

が、議員報酬は同額以上であるので現状維持でいいのでは。
　〇２千人規模の町村でも議員定数は１０人であり、委員会活動や町民の意見を議会に反映さ

せるためには一定の人数が必要である。定数を減にする場合には議会として明確な考え方
を示すべきである。

　〇先の町議会議員選挙は無投票となり、議員定数を維持した場合に新たな立候補者がでてく
るのか。球磨郡水上村は、２回続けて無投票になり、本年９月議会で１０人から８人に議
員定数を削減する条例案が議員提案された。苓北町も議員定数を見直す時期ではないか。

◎今後の進め方について
　〇議会で定数を改正した県内の町村の状況を調査したらどうか。
　〇区長会等との意見交換会を開催したらどうか。
などの意見が出された。

※今後県内町村への現地調査や区長会等の意見を聞く方向で進めていくこととなった。

こんなことが決まりました！！
令和元年　第７回議会臨時会

開催日：１１月１８日

苓北町議会議員定数等調査特別委員会
期日：令和元年１２月１７日

参考：苓北町の人口、世帯数及び高齢化率の推移

平成３１年１月末日
令和元年１１月末日
比 較 増 減

７，２８１人
７，１２０人
△１６１人

人　口

３，１７９世帯
３，１６０世帯
△１９世帯

３９．６％
４０．６％
＋１．０％

世帯数 高齢化率

■請負契約締結

議案73号

議案番号 件　　　名 結果

◎請負契約［森林基幹道苓北天草線災害復旧工事（その１）］変更締結について

工事期間中の新たな崩落発生に伴う工事方法の変更による契約変更

錦

戸

俊

春
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苓北町議会だより「きずな」第１１２号
定例会・全員協議会

　

私
が
質
問
し
た
（
非
常
勤
職
員
を

非
常
勤
の
職
員
に
変
更
）
中
に
、
明

確
な
回
答
が
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
苓
北
町
は
「
非
常
勤
職

員
」
と
い
う
言
葉
を
長
年
使
っ
て
き

た
。
な
ぜ
あ
え
て
「
非
常
勤
の
職

員
」
と
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
使
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
一
番
使
い
や
す
い
言

葉
を
、
上
の
方
（
他
機
関
）
が
「
非

常
勤
の
職
員
」
と
し
た
か
ら
と
い
う

事
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
条
例
の
変

更
ま
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
則

は
な
い
は
ず
。

　

今
回
の
、
条
例
改
正
に
反
対
す

る
。

　

法
律
の
条
文
は
、
明
解
な
意
味
を

持
つ
法
律
用
語
と
し
て
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
改
正
を
受
け
て
条
例
を
改

正
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
改
正
案
に
賛

成
す
る
。

①
風
力
発
電
事
業
の
状
況
に
つ
い
て

　
（
坂
瀬
川
・
志
岐
地
区
、都
呂
々
地
区
）

　

・
そ
れ
ぞ
れ
、
現
状
報
告
が
あ
っ

た
。
坂
瀬
川
・
志
岐
地
区
の
事
業

で
は
、
風
車
組
み
立
て
、
据
付
作

業
工
程
に
お
い
て
、
機
材
は
、
天

草
市
鬼
池
港
に
搬
入
し
て
、
町
道

仏
木
坂
線
（
広
域
農
道
）
を
経
由

と
す
る
ル
ー
ト
の
説
明
が
あ
っ

た
。

②
地
域
が
輝
く
行
政
区
活
動
補
助
金
等

に
つ
い
て

　

・
先
の
区
長
会
に
お
い
て
提
出
さ
れ

た
資
料
を
基
に
説
明
が
行
わ
れ

た
。

③
森
林
基
幹
道
苓
北
天
草
線
災
害
復
旧

工
事
（
そ
の
１
）
の
変
更
協
議
状
況

に
つ
い
て

　

・
平
面
図
及
び
標
準
断
面
図
を
示
し

復
旧
延
長
の
変
更
協
議
を
行
っ
て

い
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

④
苓
北
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
係
る
利
用
の
見
直
し
に
つ
い

て

　

・
牛
糞
等
回
収
料
及
び
処
理
料
を
無

料
と
し
堆
肥
の
還
元
を
見
直
す
予

定
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
、
令
和
２
年
３
月
議
会
定

例
会
に
関
係
条
例
の
一
部
改
正
案

を
提
出
す
る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

⑤
富
岡
城
新
大
手
門
公
園
広
場
整
備
工

事
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

•
現
在
ま
で
の
経
過
の
報
告
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り

説
明
が
あ
っ
た
。

　
　
　

公
園
予
定
地
の
用
地
交
渉
を
現

在
ま
で
行
っ
て
き
た
が
、
す
べ
て

の
筆
に
つ
い
て
契
約
ま
で
至
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
補
助
事
業

等
の
関
係
で
こ
れ
以
上
、
事
業
の

着
手
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
、
事
業
の
計
画
変
更
を
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　

今
後
の
進
め
方
と
し
て
は
、
全

体
計
画
面
積
を
縮
小
し
町
有
地
部

分
の
み
で
実
施
を
す
る
考
え
で
あ

る
。

令和元年　第８回議会定例会
開催日：12月10日～12月12日

令和元年12月議会全員協議会
期日：令和元年12月10日～１１日

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について

苓北町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例について

職員の分限の手続及び効果に関する条例の一部を改正する条例について

苓北町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

苓北町下水道条例の一部を改正する条例について

苓北町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

令和元年度一般会計補正予算（第４号）

令和元年度都呂々財産区特別会計補正予算（第3号）

令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

令和元年度介護保険特別会計補正予算（第3号）

令和元年度水道特別会計補正予算（第2号）

令和元年度下水道特別会計補正予算（第2号）

令和元年度特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第2号）

苓北町木場地区交流施設等の指定管理者の指定について

熊本県市町村総合事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

第87号

第88号

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

議案番号 件　　　名 結果

■条例改正及び補正予算など

【結果の表示について】　（賛否表は別欄に掲載）　　◎全会一致で可決　　○賛成多数で可決

条
例
改
正（
第
74
号
）に

　
　
　
　
　
伴
う
討
論

原
案
に
反
対
討
論

松
本
議
員

原
案
に
賛
成
討
論

野
田
議
員

条例改正　（　○　賛成　・　●　反対　　議長（錦戸）は採決に加わらない）■賛否表

第74号

議案番号 事　件　名 表採決
賛成：反対

地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整備に関する条例について 可決 10 １

結果 山口野田廣田髙戸松本石田浜口野﨑山本倉田田嶋錦戸

〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

■公の施設の指定管理者について次の通り決定しました。
１　公の施設の名称
　　名　称　苓北町木場地区交流施設等
２　指定管理者となる団体
　　住　所　熊本県天草郡苓北町都呂 ６々１１８番地２
      名　称　ＮＰＯ法人　天草木場の杜自然学校
　　代表者   理事長　善徳　誠
３　指定の期間
　　令和２年４月１日から令和５年３月３１日まで 指定管理施設（木場地区交流施設等）富岡城新大手門現況

■令和元年度　各会計補正予算

第80号

第81号

第82号

第83号

第84号

第85号

第86号

議案番号 件　　　名 補正額 備　考補正前の予算額 補正後の予算額

一般会計補正予算（第4号）

都呂々財産区特別会計補正予算（第3号）

国民健康保険特別会計補正予算（第2号）

介護保険特別会計補正予算（第3号）

水道特別会計補正予算（第2号）

下水道特別会計補正予算（第2号）

特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算（第2号）

4,806,326

51,219

1,104,404

1,009,623

202,684

401,880

48,508

7,918

0

3,415

6,914

644

0

-168

4,814,244

51,219

1,107,819

1,016,537

203,328

401,880

48,340

給与改定他

地域振興補助金

国保システム改修委託他

高額介護サービス費他

修繕料他

工事請負費他

消費税他

（単位：千円）

■陳情等文書の取扱結果

国民健康保険財政への国庫負担割合を
増やすことを求める陳情書 議　員　配　布

熊本市中央区神水１丁目１４－４１
熊本県社会保障推進協議会
会長　鳥飼香代子

受理年月日

Ｒ元.11.19
陳情第10号

番　　　号 件　　　名 提 出 者 取り扱い方法
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苓北町議会だより「きずな」第１１２号
諸行事・一般質問

岩
下
忠
会
長
他
役
員
事
務
局

議
長
他
議
員
10
名

　

商
工
会
の
資
料
を
基
に
説
明
。

現
状
と
今
後
の
課
題

•
町
外
で
買
い
物
を
す
る
人
が
増
え
て

い
る
。
食
料
品
50
％
、
日
用
品
70
％

大
企
業
と
の
価
格
差
。

•
来
年
度
か
ら
お
城
ま
つ
り
の
県
補
助

金
が
な
く
な
る
。
補
助
金
の
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

•
お
城
ま
つ
り
と
じ
ゃ
っ
と
祭
を
同
時

に
で
き
な
い
か
。

•
ふ
る
さ
と
納
税
が
他
町
村
に
比
べ
苓

北
町
は
極
端
に
少
な
い
。
返
礼
品
を

考
え
る
べ
き
。

•
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
は
特

に
遅
れ
て
い
る
。

•
里
山
里
海
事
業
を
今
後
ど
う
す
る
。

松
野
重
幸
理
事
他
役
員

議
長
他
議
員
11
名

　

総
会
資
料
を
基
に
説
明
。

組
合
員
（
正
と
准
）
2
2
8
名
、
70
代

70
名
、
60
代
86
名
、
40
代
10
名
、
30
代

5
名

現
状
と
今
後
の
課
題

•
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
。

•
漁
獲
量
は
減
っ
て
い
る
が
売
り
上
げ

は
ア
オ
サ
、
岩
カ
キ
で
維
持
し
て
い

る
。

•
魚
は
獲
れ
な
い
。
値
段
は
昔
と
変
わ

ら
ず
、ア
ジ
、サ
バ
が
特
に
取
れ
な
い
。

•
海
藻
が
な
い
、
西
海
岸
は
特
に
ひ
ど

い
。

濵
石
和
男
代
表
理
事
組
合
長
他
役
員

議
長
他
議
員
11
名

　

総
会
資
料
3
か
年
計
画
を
基
に
説
明
。

現
状
と
今
後
の
課
題

•
高
齢
化
、
人
口
減
少
に
よ
り
農
家
人

口
は
減
っ
て
い
る
が
、
レ
タ
ス
農
家

は
後
継
者
が
育
っ
て
い
る
。

•
レ
タ
ス
も
諸
経
費
が
高
騰
し
、
利
益

が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

•
行
政
も
一
緒
に
な
っ
て
農
業
者
の
移

住
定
住
を
進
め
る
べ
き
。

•
農
業
が
潰
れ
れ
ば
地
域
も
潰
れ
て
し

ま
う
。
今
ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
。

•
農
協
の
合
併
は
天
草
は
一
つ
と
の
動

き
が
あ
る
。
来
年
３
月
に
判
断
を
し

た
い
。

•
来
年
３
月
の
支
所
廃
止
に
伴
っ
て
、

農
協
独
自
で
巡
回
バ
ス
を
効
率
よ
く

運
行
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
る
。

　

令
和
元
年
10
月
1
日
に
、
嘉
島
町
民

会
館
で
、
熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

苓
北
町
か
ら
も
全
議
員
が
参
加
し

た
。

　

講
師
と
し
て
早
稲
田
大
学
公
共
経
営

大
学
院
教
授
で
、
元
総
務
大
臣
で
前
鳥

取
県
知
事
の
片
山
善
博
氏
に
よ
る
「
こ

れ
か
ら
の
議
会
の
あ
り
方
・
議
員
へ
の

期
待
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

令
和
元
年
10
月
26
日
に
、
熊
本
天
草

間
幹
線
道
路
整
備
促
進
期
成
会
と
熊
本

天
草
幹
線
道
路
整
備
促
進
協
議
会
の
共

催
で
、
熊
本
天
草
幹
線
道
路
の
早
期
完

成
を
求
め
る
天
草
島
民
集
会
が
天
草
市

民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
会
は
熊
本
市
・
宇
土
市
・
宇
城

市
・
上
天
草
市
・
天
草
市
・
苓
北
町
が

後
援
し
て
お
り
、苓
北
町
か
ら
も
町
長
・

全
議
員
及
び
各
種
団
体
か
ら
多
数
参
加

し
た
。

　

第
24
回
令
和
元
年
度
関
東
ふ
る
さ
と

苓
北
会
が
千
代
田
区
に
あ
る
ス
ク
ワ
ー

ル
麹
町
で
、
会
員
な
ど
約
１
０
０
名
が

参
加
し
、
開
催
さ
れ
た
。

　

苓
北
町
か
ら
は
、
田
嶋
町
長
、
山
﨑

副
町
長
、
議
員
３
名
が
参
加
し
、
近
況

報
告
を
行
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
会
務
報
告
、
会
計
・
監

査
報
告
が
あ
り
、
次
期
会
長
に
つ
い
て

は
、
現
会
長
の
大
仁
田
淳
氏
が
再
任
さ

れ
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
（
各
地
区

代
表　

カ
ラ
オ
ケ
等
）、 

還
暦
、
喜
寿

の
方
へ
お
祝
い
の
品
贈
呈
、
福
引
大
会

が
実
施
さ
れ
、
交
流
を
深
め
た
。

　

『
来
年
ま
た
元
気
で
お
会
い
し
ま
し

ょ
う
。
』

　
　
　

富
岡
城
大
手
門
の
富
岡
小
学
校

南
側
と
、
大
手
門
塀
の
間
の
畑
地
、
約

２
・
５
ｈ
a 

が
埋
め
立
て
ら
れ
て
い

る
。
史
跡
に
忠
実
に
復
元
さ
れ
た
と
い

う
大
手
門
の
裏
手
も
、
当
然
、
手
付
か

ず
の
ま
ま
で
あ
り
た
か
っ
た
が
、
現
状

は
、嵩
上
げ
さ
れ
農
地
と
化
し
て
い
る
。

　

農
地
の
形
状
変
更
、
大
手
門
の
復
元

計
画
に
伴
う
振
興
計
画
の
位
置
づ
け

は
？　

又
金
の
掛
か
ら
な
い
観
光
の
目

玉
と
し
て
、
対
応
で
き
な
か
っ
た
の

か
？

　
　
　

農
地
の
形
状
変
更
は
適
切
に
処

理
さ
れ
問
題
な
い
。
石
垣
上
部
は
除
草

等
を
行
い
景
観
に
配
慮
し
て
い
く
。

　
　
　

関
連
資
産
と
し
て
景
観
に
配
慮

し
て
行
く
と
い
う
事
だ
が
、
富
岡
城
史

跡
を
末
永
く
後
生
に
残
す
思
い
が
あ
る

な
ら
、申
請
時
、

埋
立
前
の
状
態

で
、
梅
、
桃
等

の
植
栽
を
地
権

者
に
お
願
い
す

る
な
ど
、
史
跡

に
関
連
す
る
貴

重
な
現
状
を
、

残
す
手
だ
て
は

な
か
っ
た
の
か
？

（
理
解
が
得
ら
れ
る
明
確
な
解
答
な
し
）

　
　
　

国
道
３
２
４
号
線
か
ら
苓
北
農

協
本
所
に
通
ず
る
町
道
志
岐
内
田
線

は
、
２
ｔ
車
以
上
の
車
が
通
行
止
め
に

な
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
普
通

車
等
小
型
車
の
通
行
は
非
常
に
多
い
。

当
然
、
２
ｔ
車
以
上
の
車
は
、
志
岐
交

番
前
の
交
差
点
か
ら
、
京
坪
石
油
ス
タ

ン
ド
前
交
差
点
を
経
由
し
て
、
大
き
く

迂
回
路
を
取
る
事
に
な
る
。
拡
幅
改
良

は
出
来
な
い
か
？

　
　
　

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

町
道
黒
瀬
３
号
支
線
は
黒
瀬
地

区
等
最
短
コ
ー
ス
で
、
地
域
を
支
え
る

重
要
な
路
線
で
あ
る
。
又
災
害
等
危
険

時
の
避
難
路
と
し
て
も
重
要
な
路
線
で

あ
る
。

　

全
面
舗
装
工
事
及
び
拡
幅
改
良
工
事

の
早
急
な
る
対
応
を
望
む
が
？

　
　

  

年
次
計
画
に
よ
り
実
施
し
て
い

く
。

　
　
　

国
で
は
「
保
険
者
機
能
強
化
推

進
交
付
金
」
と
し
て
高
齢
者
の
自
立
支

援
等
に
財
政
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。

本
町
の
取
り
組
み
は
。
又
、
国
で
は
さ

ら
な
る
成
果
を
得
る
た
め
交
付
金
の
倍

増
計
画
が
あ
る
と
い
う
。
高
齢
化
率
40

％
を
超
え
て
い
る
中
で
、
今
後
の
介
護

計
画
は
？

　
　
　

今
後
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

く
。

　
　
　

令
和
元
年
10
月
か
ら
の
保
育
・

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
と
も
な
い
、
給

食
の
お
か
ず
や
お
や
つ
代
に
あ
た
る
副

食
費
が
、
実
費
徴
収
と
な
る
。
保
護
者

か
ら
「
副
食
費
を
無
料
に
」
と
の
声
が

あ
が
る
な
か
、
全
国
で
少
な
く
と
も
１

０
０
を
超
え
る
自
治
体
が
無
償
に
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
負
担
軽
減
の

動
き
が
進
ん
で
い
る
。
熊
本
県
内
で
は

９
市
町
村
が
無
償
化
す
る
事
が
決
ま
っ

て
い
る
。
苓
北
町
で
も
少
子
化
、
人
口

減
少
が
進
ま
な
い
よ
う
子
育
て
世
帯
の

経
済
的
支
援
が
一
番
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
副
食
費
の
無
償
化
に
す
る
考
え
が

あ
る
の
か
？
町
の
見
解
を
問
う
。

　
　
　

現
在
、
保
育
料
無
償
化
の
対
象

者
数
は
1
6
4
名
で
、
そ
の
内
、
所
得

要
件
で
免
除
と
な
る
入
所
者
数
は
71

名
。
残
り
の
93
名
が
副
食
費
徴
収
対
象

者
と
な
る
が
、
そ
の
内
の
30
名
が
多
子

世
帯
で
、
県
と
町
が
そ
れ
ぞ
れ
2
分
の

1
を
補
助
す
る
事
に
よ
り
、
保
護
者
負

担
は
な
い
。
最
終
的
に
は
63
名
の
入
所

保
護
者
に
副
食
費
負
担
が
生
じ
て
い

る
。
今
回
の
新
た
な
制
度
改
正
で
負
担

増
と
な
っ
た
世
帯
は
な
く
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
規
定
通

り
副
食
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
「
お
っ
ぱ
い
岩
」
に
鳥
居
型
の

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
完
成
し
、
以
前
よ
り

も
観
光
客
が
増
え
て
き
て
い
る
、ま
た
、

こ
の
広
場
は
地
元
の
方
に
健
康
維
持
や

地
域
の
行
事
等
で
有
効
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
観
光
客
や
地
元
住
民
の
憩
い
の

場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
西
川
内
漁
港

に
、
観
光
客
・
地
域
住
民
・
漁
民
の
た

め
の
（
１
）
ト
イ
レ
を
造
っ
て
は
ど
う

か
？
（
２
）
マ
ル
シ
ェ
等
の
イ
ベ
ン
ト

を
定
期
的
に
行
っ
て
は
？
（
３
）
地
域

商
社
の
立
ち
上
げ
は
令
和
２
年
ま
で
に

間
に
合
う
の
か
？
（
４
）
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
応
募
は
あ
っ
た
の
か
？
今
後

の
募
集
は
？

　
　
　

国
道
か
ら
東
側
進
入
路
右
手
に

環
境
整
備
施
設
用
地
が
確
保
さ
れ
て
お

り
ト
イ
レ
の
建
設
は
可
能
で
あ
る
。
一

般
財
源
で
行
う
の
は
多
額
の
た
め
、
現

在
、
国
や
県
に
補
助
金
等
が
あ
る
の
か

調
査
し
、
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進

め
て
行
き
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

も
、
定
期
的
に
行
う
事
は
大
事
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
地
域
商
社
立

ち
上
げ
も
引
き
続
き
、
組
織
化
に
向
け

努
力
し
て
行
く
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
つ
い
て
は
１
回
目
の
応
募
者
が
無
か

っ
た
た
め
、
今
後
、
周
知
方
法
を
拡
げ

た
う
え
で
再
募
集
を
行
っ
て
行
く
。

産
業
団
体
と
の
意
見
交
換
会
開
催

　

各
団
体
の
意
見
を
聴
き
、
行
政
へ
反
映
さ
せ
て
い
く

11
月
18
日　

苓
北
町
商
工
会

11
月
19
日　

天
草
漁
協
苓
北
支
所

11
月
26
日　

苓
北
町
農
協

熊
本
県
町
村
議
会

　
　
　
議
員
研
修
会

熊
本
県
天
草
幹
線
道
路

の
早
期
完
成
を
求
め
る

天
草
島
民
集
会

関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会

関
東
ふ
る
さ
と
苓
北
会

令
和
元
年
11
月
24
日（
日
）関東ふるさと苓北会 懇親会

一
般
質
問

一
般
質
問

 

（
９
議
員
登
壇
）

 

（
９
議
員
登
壇
）

松本良人
議員

１  

富
岡
城
大
手
門
内
側
の
対
応　

２  

町
道
志
岐
内
田
線
拡
幅
改
良
工
事
の
計
画
は

３  

町
道
黒
瀬
３
号
支
線
全
面
舗
装
工
事
及
び
拡
幅
改
良
工
事

  　

の
早
期
完
了
を

４  

国
の
「
介
護
予
防
の
交
付
金
配
布
大
幅
拡
充
計
画
」
に
伴

  　

う
本
町
の
取
り
組
み
は

質
問
１

質
問
２

質
問
３

質
問
４

町
長

町
長

町
長

町
長

再
質

野﨑幸洋
議員

１
、
少
子
化
、人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し
て
、保
育
園
副
食
費
を

　
　

無
償
化
に
す
る
考
え
は
？

２
、「
お
っ
ぱ
い
岩
」
周
辺
整
備
と
観
光
事
業
に
つ
い
て

　

  

⑴
西
川
内
漁
港
広
場
に
ト
イ
レ
を
造
っ
て
は
ど
う
か
？

　

  

⑵
地
域・町
お
こ
し
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に
行
っ
て
は
？

　

  

⑶
地
域
商
社
に
立
ち
上
げ
は
令
和
２
年
３
月
ま
で
に
間
に
合
う
の
か
？

　

  

⑷
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
応
募
は
何
人
あ
っ
た
の
か
？

町
長 問

町
長 問
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一般質問
苓北町議会だより「きずな」第１１２号

一
　
安
全
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

（
一
）
原
発
に
係
る

　
　

 

放
射
能
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

　
　
　
「
天
草
市
で
核
ゴ
ミ
の
処
分
場

説
明
会
、安
全
へ
の
疑
問
相
次
ぐ
」、「
放

射
性
廃
棄
物
の
地
層
処
分
説
明
会
、Ｎ

Ｕ
Ｍ
Ｏ
と
国
」
と
の
報
道
が
な
さ
れ
高

レ
ベ
ル
の
放
射
性
廃
棄
物
最
終
処
分
場

に
関
す
る
説
明
会
が
、
天
草
地
域
で
開

催
さ
れ
た
意
図
、
苓
北
町
は
ど
の
様
な

関
り
を
し
て
来
た
の
か
。

（
二
）
行
政
執
行
体
制
の
有
り
様

　
　
　

実
施
計
画
書
を
配
布
し
、行
政
、

議
会
、
町
民
が
、
行
政
、
財
政
の
状
況

を
把
握
し
町
づ
く
り
に
協
働
し
て
い
く

べ
き
。

（
三
）
危
険
個
所
の
撲
滅

　
　
　

土
石
流
の
危
険
個
所
は
優
先
順

位
を
付
け
こ
れ
の
解
消
に
努
め
住
民
の

安
全
を
。

　

明
神
山
、
紺
屋
町
の
住
宅
地
、
農
地

は
大
雨
の
度
に
浸
水
す
る
区
域
。
住
民

に
負
担
の
か
か
ら
な
い
自
動
水
門
を
設

置
す
べ
き
。

　

苓
北
町
は
、
人
口
の
減
少
が
進
み
無

人
の
家
屋
も
増
え
て
い
る
。
防
犯
街
灯

設
置
の
要
望
が
あ
っ
た
場
合
、
住
民
の

安
全
を
守
る
立
場
か
ら
積
極
的
且
つ
速

や
か
に
対
応
す
べ
き
。

（
四
）
道
路
の
管
理

　
　
　

坂
瀬
川
、
上
津
深
江
海
岸
の
越

波
対
策
や
、
県
道
の
整
備
は
国
県
に
働

き
か
け
る
べ
き
。町
道
の
法
面
の
崩
壊
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
路
盤
崩
落
、
側
溝
へ
の

土
砂
や
落
ち
葉
の
堆
積
、
堆
積
土
砂
に

対
す
る
イ
ノ
シ
シ
の
ほ
じ
く
り
等
、
そ

の
個
所
は
数
え
れ
ば
き
り
な
い
。

　

町
中
で
は
側
溝
の
老
朽
化
が
原
因
と

思
わ
れ
る
「
側
溝
の
蓋
鳴
り
」
に
何
ら

か
の
対
策
を
。

（
五
）
高
齢
者
の
現
状
と
対
策

　
　
　

本
町
の
高
齢
者
の
中
に
多
重
介

護
の
世
帯
が
あ
る
か
。
見
守
り
体
制
と

対
策
は
。

二
　
人
口
減
少
対
策

（
一
）
産
業
の
振
興

　
　
　

現
在
の
誘
致
企
業
の
状
況
は
。

　
　
　

６
社
を
誘
致
。
先
般
そ
の
内
の

１
社
、
旭
化
成
か
ら
、
令
和
３
年
３
月

末
日
を
も
っ
て
生
産
を
停
止
す
る
旨
の

報
告
。
地
域
経
済
や
雇
用
の
面
か
ら
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
引
き
続
き
当
該

事
業
所
と
今
後
の
雇
用
面
等
の
ご
相
談

を
申
し
あ
げ
て
い
き
た
い
。

（
二
）
子
育
て
環
境
の
検
証

　
　
　

10
月
か
ら
保
育
料
が
無
償
化
さ

れ
て
い
る
。
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
中
で
、
保
育
園
児
か
ら
、
15

歳
の
中
学
３
年
生
ま
で
の
義
務
教
育
ま

で
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
子
育

て
環
境
を
整
備
し
、
苓
北
町
の
人
口
増

の
た
め
、
今
回
の
保
育
料
副
食
費
据
え

置
き
分
の
無
償
化
と
あ
わ
せ
て
、
全
て

の
児
童
生
徒
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化

を
再
度
検
討
さ
れ
る
事
を
提
起
す
る
。

　
　
　

国
保
税
が
高
す
ぎ
て
生
活
を
圧

迫
し
て
い
る
と
い
う
声
が
多
い
。
国
保

税
に
つ
い
て
は
今
ま
で
も
何
回
も
質
問

し
て
い
る
。
三
月
議
会
で
の
質
問
に
町

長
は
国
保
の
基
金
が
7
8
0
0
万
円
あ

る
が
、
県
の
借
入
金
が
1
6
0
0
万
円

あ
る
の
で
引
き
下
げ
は
で
き
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
国
保
世
帯
1
2
1
1
世

帯
一
万
円
を
引
き
下
げ
て
も
5
0
0
0

万
円
残
る
こ
と
に
な
る
。
十
月
か
ら
消

費
税
増
税
と
も
相
ま
っ
て
町
民
の
暮
ら

し
は
大
変
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

一
世
帯
１
万
円
の
引
き
下
げ
は
で
き
な

い
も
の
か
。

　
　
　

国
保
の
基
金
に
つ
て
は
、
町
の

国
保
基
金
条
例
で
定
め
て
い
る
。
国
保

の
処
分
と
使
途
に
つ
い
て
は
条
例
の
6

条
で
６
つ
の
項
目
で
規
定
し
て
い
る
。

議
員
の
提
案
は
基
金
設
置
の
目
的
に
そ

ぐ
わ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
引
き

下
げ
は
で
き
な
い
。

　
　
　

子
供
の
数
が
多
い
ほ
ど
国
保
税

が
高
く
な
る
均
等
割
り
は
人
頭
税
で
あ

る
と
の
批
判
も
出
て
い
る
、
子
育
て
支

援
の
面
か
ら
み
て
も
逆
行
す
る
と
の
こ

と
で
均
等
割
り
を
廃
止
す
る
自
治
体
も

増
え
て
き
て
い
る
。
町
も
均
等
割
り
を

廃
止
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

　
　
　

国
保
税
に
は
子
育
て
支
援
の
観

点
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
提
案
の
施
策

を
実
施
し
た
場
合
、
約
3
6
0
万
円
の

財
源
不
足
に
な
り
税
負
担
の
公
平
性
を

考
慮
す
れ
ば
現
状
の
課
税
方
法
が
良
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　

農
業
で
は
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
が
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。
先
般
の

J
A
と
の
懇
談
の
中
で
も
同
じ
悩
み
が

出
さ
れ
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
も
町
は
や
っ
と
重
い
腰
を
上
げ
て
募

集
さ
れ
た
よ
う
だ
が
状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て

は
10
月
21
日
か
ら
11
月
20
日
ま
で
観
光

振
興
に
携
わ
る
人
材
の
募
集
を
行
っ
た

が
応
募
は
な
か
っ
た
。
現
在
再
募
集
を

11
月
25
日
か
ら
12
月
13
日
ま
で
行
っ
て

い
る
。
今
回
は
来
年
1
月
か
ら
3
月
ま

で
を
雇
用
期
間
と
し
、
そ
の
後
は
実
証

に
よ
り
隊
員
の
任
用
を
行
う
旨
で
条
件

を
示
し
て
い
る
。

　
　
　

国
連
で
も
家
族
農
業
の
役
割
を

重
視
し
家
族
農
業
の
10
年
が
本
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
苓
北
町
は
家
族
農

業
ば
か
り
だ
と
思
う
。
協
力
隊
員
の
力

も
借
り
て
農
業
を
見
つ
め
直
し
て
欲
し

い
と
思
う
。
何
ら
か
の
形
で
農
業
に
携

わ
っ
て
い
る
協
力
隊
員
は
78
％
に
な
っ

て
い
る
。そ
の
点
も
考
慮
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

本
年
は
、
稲
の
出
穂
期
に
干
ば

つ
と
な
り
、
特
に
富
岡
地
区
は
大
変
で

あ
っ
た
。以
前
、春
の
迫
川
を
始
め
各
々

河
川
改
修
時
に
は
地
元
と
協
議
を
行
い

河
床
か
ら
の
湧
水
を
促
す
等
方
法
を
用

い
水
の
確
保
に
努
め
た
。
最
近
土
砂
等

の
堆
積
が
進
ん
で
い
る
。
除
去
等
対
策

予
算
の
確
保
を
。
県
河
川
志
岐
川
護
岸

改
修
の
時
、
ト
ル
レ
ス
広
場
上
流
が
、

未
施
工
と
な
っ
て
い
る
。
下
流
で
は
川

幅
が
狭
い
箇
所
が
あ
る
。
再
度
広
域
本

部
へ
要
望
し
護
岸
整
備
を
。

　
　
　

町
河
川
に
つ
い
て
は
、
現
地
調

査
を
行
っ
た
。
来
年
度
予
算
で
当
該
箇

所
の
堆
積
土
砂
等
除
去
し
対
応
に
当
た

る
。
県
河
川
志
岐
川
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
早
期
に
計
画
策
定
し
事
業
化
へ
向

け
た
要
望
を
県
広
域
本
部
へ
行
う
。

　
　
　

ト
ル
レ
ス
広
場
付
近
で
は
、
河

川
か
ら
隣
接
耕
作
地
へ
出
入
り
が
簡
単

で
あ
る
た
め
、「
猪
」
の
被
害
が
多
発

し
て
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
参
考
に
要
望
を
。

　
　
　

国
保
運
営
は
、
社
会
保
障
制
度

改
革
に
よ
り
、30
年
県
へ
移
管
さ
れ
た
。

本
町
で
は
、
28
年
医
療
費
高
騰
に
よ
り

県
広
域
化
支
援
金
を
借
り
入
れ
翌
年
度

29
年
に
は
、
国
保
税
引
き
上
げ
る
大
変

苦
い
財
政
経
験
が
あ
っ
た
。
現
在
、
町

の
積
極
的
な
医
療
費
削
減
対
策
に
よ
り

財
調
基
金
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。
財
政

健
全
化
を
考
慮
し
、
借
入
金
繰
上
げ
一

括
償
還
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

財
政
健
全
化
の
た
め
貸
付
金
一

括
償
還
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
制
度
改

革
後
２
年
目
で
も
あ
り
、
財
政
運
営
上

支
障
が
な
い
と
判
断
す
る
に
は
情
報
が

少
し
不
足
し
て
い
る
。
令
和
元
年
度
決

算
及
び
、
令
和
２
年
度
課
税
状
況
を
分

析
し
検
討
を
行
い
た
い
。

　
　
　

会
計
年
度
職
員
に
つ
い
て
は
、

先
の
９
月
定
例
会
で
報
酬
等
審
議
さ
れ

可
決
成
立
し
た
。
予
定
職
員
数
及
び
フ

ル
タ
イ
ム
の
考
え
は
な
か
っ
た
の
か

又
、
社
会
保
険
料
等
へ
の
対
応
と
現
在

採
用
さ
れ
て
い
る
職
員
へ
の
説
明
は
。

　
　
　

予
定
職
員
数
は
、
ほ
ぼ
同
数
と

な
る
。
基
本
的
に
現
在
非
常
勤
と
し
て

の
任
用
形
態
か
ら
会
計
年
度
職
員
へ
と

移
行
す
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
の
任
用
は
考

え
て
い
な
い
。
社
会
保
険
料
等
に
つ
い

て
は
、
任
用
職
員
が
不
利
益
と
な
ら
な

い
よ
う
適
切
な
運
用
を
行
う
。
現
在
の

職
員
に
対
し
て
は
、
採
用
時
に
説
明
を

行
っ
て
い
る
。

　
　
　

令
和
２
年
度
か
ら
同
一
職
場
で

働
く
全
職
員
に
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
さ
れ

る
。
人
件
費
増
加
の
対
応
も
大
変
と
思

う
が
、
今
後
も
職
員
の
処
遇
改
善
に
努

め
ら
れ
る
よ
う
期
待
す
る
。

　
　
　

苓
北
町
の
決
算
状
況
を
み
る
と
、

５
年
前
の
平
成
25
年
度
は
、
後
年
度
全

額
交
付
税
措
置
が
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
を
除
く
地
方
債
残
高
は
45
億
22
百
万

円
、
基
金
残
高
が
14
億
73
百
万
円
で
、

平
成
30
年
度
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を

除
く
地
方
債
残
高
は
44
億
31
百
万
円
、

基
金
残
高
が
８
億
29
百
万
円
と
な
り
、

地
方
債
残
高
が
91
百
万
円
の
減
、
基
金

残
高
は
６
億
44
百
万
円
の
大
幅
な
減
と

な
っ
て
お
り
、
毎
年
１
億
円
以
上
基
金

を
取
り
崩
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
31

年
度
か
ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
財
政
計

画
で
も
、
歳
入
不
足
に
よ
り
毎
年
１
億

３
千
万
円
余
の
基
金
を
取
崩
し
、
平
成

35
年
度
末
の
基
金
残
高
見
込
み
は
、
１

億
８
千
万
円
ま
で
落
ち
込
む
と
見
込
ま

れ
て
い
る
。

　

財
政
調
整
基
金
等
が
枯
渇
す
る
と
、

職
員
等
給
与
費
や
町
単
独
の
政
策
的
経

費
の
大
幅
カ
ッ
ト
や
町
税
や
下
水
道
等

の
使
用
料
の
引
上
げ
等
を
断
行
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
町
民
生
活
に
多
大
な
影

響
が
及
ぶ
。
現
在
の
財
政
状
況
と
財
政

健
全
化
に
向
け
た
対
策
を
問
う
。

　
　
　

財
政
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
の
経
常
収
支
比
率
、
将
来
負

担
比
率
、
地
方
債
残
高
、
基
金
残
高
等

の
数
値
か
ら
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
認

識
。
今
後
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て
は
、

平
成
29
年
度
か
ら
の
10
年
間
で
起
債
残

高
を
20
億
円
削
減
す
る
と
と
も
に
、
予

算
査
定
に
一
般
財
源
の
枠
配
分
方
式
の

導
入
を
検
討
中
。
今
後
も
持
続
可
能
な

財
政
運
営
に
努
め
る
。

　
　
　

町
が
管
理
す
る
漁
港
や
港
湾
に

は
、
使
用
不
能
な
船
の
係
留
や
空
き
地

に
放
置
さ
れ
た
船
等
が
多
数
あ
り
、
中

に
は
複
数
の
港
に
何
隻
も
係
留
し
、
管

理
も
せ
ず
放
置
し
て
い
る
悪
質
な
利
用

者
も
い
る
。
港
の
管
理
者
で
あ
る
町
長

は
、
放
置
船
の
実
態
を
把
握
し
、
適
正

な
利
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　

富
岡
港
の
汐
入
地
区
に
は
、
沈
船
や

船
尾
を
錨
で
固
定
せ
ず
係
留
し
て
い
る

船
が
あ
り
、
台
風
等
で
緊
急
避
難
し
て

く
る
船
舶
に
と
っ
て
大
変
危
険
で
あ
る
。

他
の
船
に
危
険
を
及
ぼ
す
船
舶
等
の
持

ち
主
に
対
す
る
撤
去
指
示
や
行
政
代
執

行
が
で
き
な
い
の
か
問
う
。

　
　
　

放
置
船
の
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
、
４
年
毎
に
実
施
し
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
確
認
し
た
苓
北
町
の
港
湾
・

漁
港
の
放
置
船
等
は
、
放
置
船
55
隻
、

沈
船
３
隻
、
廃
船
31
隻
、
合
計
89
隻
を

確
認
し
て
い
る
。

　

町
管
理
の
漁
港
は
、
漁
船
及
び
５
ト

ン
未
満
の
普
通
船
舶
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
条
例
規
則
に
基
づ
く
届
出
は
不
要

で
あ
る
。
放
置
船
対
策
に
つ
い
て
は
、

熊
本
県
が
沈
廃
船
の
デ
ー
タ
を
作
成
し
、

所
有
者
に
自
主
撤
去
の
働
き
か
け
を
行

う
と
と
と
も
に
、
海
岸
等
で
所
有
者
不

明
の
沈
廃
船
の
撤
去
を
行
政
代
執
行
で

実
施
予
定
で
あ
る
。
町
も
県
と
と
も
に

沈
廃
船
等
の
問
題
に
対
応
す
る
。 山口利生

議員

① 

財
政
の
現
状
認
識
と
財
政
健
全
化
へ
の

　
 

取
り
組
み
に
つ
い
て

② 
漁
港
・
港
湾
の
適
正
管
理
に
つ
い
て

問
①

問
②

町
長

町
長

町
長

浜口雅英
議員

問

問問 問

問問問

１　

高
す
ぎ
る
国
保
税
一
世
帯
一
万
円
の

　
　

引
き
下
げ
と
国
保
の
均
等
割
り
の
廃
止
を

２　

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
活
性
化
と

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
状
況
に
つ
い
て

町
長

町
長

再
問

町
長

町
長

町
長

再
問

再
問

問
①

問
②

問
③

町
長 問問

問

髙戸幸雄
議員

石田みどり
議員

令
和
２
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て

①
町
及
び
県
河
川
へ
管
理
対
応
を

②
国
民
健
康
保
険
の
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

③
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
対
応
は
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町
道
「
善
亀
線
」
で
の
地
滑
り
の
調
査

結
果
は
？

　
　
　

都
呂
々
木
場
中
村
区
に
あ
る
町

道
善
亀
線
で
の
地
滑
り
の
調
査
が
終
わ

っ
た
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が

出
た
の
か
？

　
　
　

結
果
と
し
て
、
目
視
で
観
測
で

き
る
最
大
段
差
は
約
20
c
m
で
、
幅
は

約
70
m
、
長
さ
は
1
1
0
m
だ
っ
た
。

す
べ
る
範
囲
は
2
カ
所
で
違
い
が
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
流
に
向
っ
て
滑
り
つ

つ
あ
る
。

　

本
年
2
0
0
m
m
以
上
の
降
水
が
あ

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
く
わ
ず
か

し
か
滑
り
兆
候
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

国
交
省
と
協
議
継
続
中
だ
が
、
協
議

済
み
次
第
、災
害
査
定
準
備
の
予
定
だ
。

避
難
準
備
・
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
に

お
い
て
の
役
場
の
関
与
は
？

　
　
　

避
難
準
備
、
避
難
勧
告
、
避
難

指
示
等
で
の
役
場
の
管
理
監
督
又
は
責

任
な
ど
は
、
ど
こ
ま
で
あ
る
の
か
？

　
　
　

災
害
対
策
基
本
法
で
、
第
51
条

と
56
条
、
ま
た
、
60
条
で
災
害
が
発
生

ま
た
は
予
想
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、

避
難
の
勧
告
・
指
示
が
出
来
る
と
定
め

ら
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

避
難
準
備
・
勧
告
・
指
示
を
出
し
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
か
ら
大
丈
夫
だ
ろ
う
と
判
断
し
、
応

じ
な
い
人
が
増
え
て
い
る
の
が
全
国
的

な
傾
向
だ
。

　
　
　

実
際
の
避
難
準
備
・
勧
告
に
際

し
て
は
、
行
動
決
定
は
本
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
避
難
後

に
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
同
地
域
住
人

の
安
否
や
意
志
が
気
に
か
か
る
。
そ
の

際
に
、
個
人
情
報
保
護
推
進
の
今
の
時

代
に
、
ど
う
や
っ
て
他
者
の
意
思
確
認

が
出
来
る
の
か
？

　
　
　

避
難
地
に
一
人
は
役
場
職
員
が

行
っ
て
い
る
の
で
、
区
長
等
と
一
緒
に

協
議
し
て
も
ら
い
た
い
。

町
道
の
維
持
管
理
五
か
年
計
画
の
再
考

を
お
願
い
し
た
い
が
？

　
　
　

今
年
の
天
竺
つ
つ
じ
祭
り
で
、

駐
車
場
の
案
内
係
と
し
て
働
い
た
と
こ

ろ
1
日
に
2
0
0
台
前
後
の
車
両
が
上

り
下
り
し
て
い
る
の
が
解
っ
た
。
結
果

と
し
て
交
通
渋
滞
も
起
こ
っ
て
い
る
の

だ
が
、
役
場
の
計
画
は
車
両
数
量
や
車

種
の
違
い
な
ど
も
計
算
し
て
あ
る
の

か
？

　
　
　

町
外
、
県
外
か
ら
の
流
入
車
両

数
等
を
考
慮
し
て
計
画
を
策
定
し
て
は

ど
う
か
？
と
の
こ
と
で
、
確
か
に
考
慮

す
べ
き
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。今
後
は
、

道
路
事
業
計
画
策
定
に
当
た
り
、
考
慮

す
べ
き
要
因
と
し
て
検
討
す
る
。

　
　
　

３
月
議
会
で
磯
焼
け
対
策
、
育

て
る
漁
業
を
質
し
た
。
海
藻
、
魚
介
類

の
増
殖
、
養
殖
の
経
過
と
取
り
組
み
状

況
は
。

　
　
　

稚
魚
放
流
事
業
は
毎
年
継
続
し
、

今
年
度
も
町
単
独
の
補
助
事
業
で
６
月

に
は
赤
ウ
ニ
の
稚
貝
４
万
個
を
坂
瀬

川
・
上
津
深
江
地
先
に
、
９
月
に
車
エ

ビ
の
稚
エ
ビ
４
万
匹
を
白
木
尾
地
先
に

放
流
し
、
ま
た
、
県
栽
培
漁
業
地
域
展

開
協
議
会
の
負
担
金
事
業
で
７
月
に
マ

ダ
イ
の
稚
魚
３
万
７
５
０
０
匹
を
富
岡

地
先
２
箇
所
に
放
流
。
併
せ
て
、
藻
場

再
生
等
事
業
は
平
成
28
年
度
か
ら
国
の

水
産
資
源
回
復
・
基
盤
整
備
交
付
金
を

活
用
し
「
苓
北
地
区
築
い
そ
等
現
状
調

査
」
を
継
続
し
、
魚
類
の
集
ま
り
、
海

藻
の
繁
茂
状
況
と
、
食
害
防
止
ネ
ッ
ト

を
張
り
海
藻
の
着
生
状
況
調
査
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
年
度
は
海
藻
の
「
コ
ン
ブ
目
ア
ン

ト
ク
メ
」
を
主
と
し
て
母
藻
を
、
７
月

に
富
岡
地
先
の
試
験
区
に
投
入
を
完
了

し
た
。
ま
た
、
別
予
算
で
７
月
に
ヒ
ジ

キ
を
坂
瀬
川
地
先
３
箇
所
、
８
月
に
ア

サ
リ
を
富
岡
漁
港
浮
き
桟
橋
で
養
殖
増

殖
試
験
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
本
議
会
に
レ
タ
ス
を
餌
に
紫

ウ
ニ
の
養
殖
試
験
に
補
正
予
算
を
計
上

し
た
。

　
　
　

特
別
措
置
法
で
、
国
の
「
海
洋

環
境
整
備
船
（
調
査
観
測
兼
清
掃
船
）」

２
隻
が
県
内
港
に
配
備
活
動
中
だ
が
、

早
崎
海
峡
か
ら
天
草
灘
方
面
は
区
域
に

入
ら
な
い
の
か
。

　
　
　

管
轄
区
域
は
有
明
海
・
八
代
海
・

橘
湾
の
区
域
外
に
あ
た
る
天
草
下
島
西

側
の
天
草
灘
は
、
通
常
の
巡
回
清
掃
は

行
わ
れ
て
い
な
い
が
、「
漂
流
ご
み
発

生
情
報
収
集
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
通
報

に
基
づ
き
、
随
時
、
回
収
作
業
に
あ
た

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　

消
防
法
改
正
で
平
成
23
年
６
月

１
日
か
ら
、
全
て
の
住
宅
に
火
災
警
報

器
設
置
が
義
務
化
さ
れ
た
。
天
草
広
域

連
合
で
は
平
成
23
年
６
月
に
旧
２
市
13

町
２
，
１
４
４
世
帯
の
設
置
調
査
（
選

出
）
で
、
苓
北
町
の
24
世
帯
で
は
53
・

７
％
で
14
位
だ
っ
た
が
現
状
は
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
10
月
１
日
か
ら
小

規
模
飲
食
店
も
消
火
器
設
置
が
義
務
化

さ
れ
た
。
対
象
店
舗
へ
の
通
達
、
消
火

器
点
検
及
び
報
告
等
の
管
轄
と
、
義
務

で
は
な
い
が
一
般
住
宅
（
家
庭
）
の
設

置
状
況
は
。

　
　
　

警
報
器
設
置
は
、
平
成
31
年
３

月
苓
北
町
の
調
査
24
世
帯
は
91
・
７
％

だ
っ
た
。
ま
た
、
店
舗
へ
の
指
導
、
点

検
及
び
報
告
は
消
防
署
と
な
る
。

　

ま
た
、
一
般
住
宅
の
消
火
器
設
置
の

実
態
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
　
　

志
岐
漁
港
臨
港
道
路
工
事
の
進

捗
は
。

　
　
　

現
在
、
護
岸
工
88
m
及
び
舗
装

工
事
３
３
８
m
の
工
事
を
、
令
和
２
年

３
月
13
日
の
工
期
で
進
め
て
い
る
。
令

和
２
年
度
に
紺
屋
町
海
岸
排
水
対
策
と

護
岸
工
事
。
令
和
３
年
度
に
新
三
会
川

橋
の
上
部
工
を
含
む
全
体
工
事
の
完
了

を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
　

消
防
団
は
、
自
ら
の
地
域
は
自

ら
で
守
る
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神
に

基
づ
き
参
加
し
消
防
、
防
災
活
動
を
行

っ
て
お
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
、
非

常
に
大
き
い
と
考
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
消
防
団

員
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
近
年
で

は
、
少
子
化
の
影
響
で
若
い
世
代
を
中

心
に
適
齢
期
の
年
代
人
口
が
減
少
し
て

い
る
よ
う
だ
。
地
震
等
の
大
規
模
災
害

時
を
想
定
し
た
時
に
、
地
域
の
消
防
団

活
動
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
平
成
25
年
12
月
、
消
防
団
を
中
核
と

し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
が
成
立
し
た
。
消
防
団
の
強
化

に
つ
な
が
る
法
律
と
し
て
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
法
律
成
立
後
、
ど
の

よ
う
に
変
化
し
て
き
た
か
、
以
下
３
点

に
つ
い
て
、
尋
ね
る
。

（
１
）
そ
の
法
律
で
は
、
消
防
団
活
動

が
従
来
か
ら
の
消
火
活
動
や
予
防
・
啓

発
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
規
模
災
害

に
お
け
る
救
助
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど

に
広
が
り
を
見
せ
る
た
め
、
消
防
団
の

装
備
の
充
実
、
改
善
が
必
要
で
あ
る
と

定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
苓
北
町
消
防
団
の
装
備
の

充
実
は
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
た
の

か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
か
れ

る
の
か
。

 

（
２
）
災
害
時
に
、
ソ
フ
ト
で
細
や
か

な
配
慮
が
で
き
る
女
性
消
防
団
員
の
役

割
に
も
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
女

性
消
防
団
員
の
増
加
に
向
け
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
か
れ
る
の
か
。

 

（
３
）
消
防
団
は
崇
高
な
使
命
感
を
持

っ
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
、
年
間
ど
れ
く
ら
い
出
動
し
て
い
る

の
か
。

　

ま
た
、
苓
北
町
消
防
団
の
年
報
酬
は

階
級
に
よ
り
異
な
る
が
、団
員
の
場
合
、

一
人
に
つ
き
、
３
万
千
円
で
、
活
動
に

対
す
る
費
用
弁
償
が
１
回
に
つ
き
、
千

円（
訓
練
出
動
の
場
合
は
１
回
に
つ
き
、

２
千
百
円
）
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の

職
責
と
日
頃
の
御
労
苦
に
報
い
る
た
め

に
、
そ
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　

消
防
団
の
装
備
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
度
に
腰
サ
ポ
ー
タ
ー
を
各
班
２

個
、
雨
具
を
各
班
３
着
、
誘
導
棒
を
各

班
２
本
配
布
し
、
今
年
度
に
充
電
式
Ｌ

Ｅ
Ｄ
投
光
器
を
各
班
１
セ
ッ
ト
、
防
火

衣
を
各
班
２
着
ず
つ
配
備
し
た
。
今
後

も
必
要
と
思
わ
れ
る
装
備
品
に
つ
い

て
、
県
の
補
助
金
等
を
活
用
し
、
整
備

し
て
い
く
。

　

女
性
消
防
団
員
の
確
保
に
向
け
て
も

町
広
報
等
で
募
集
を
行
っ
て
い
く
。

　

年
間
の
出
動
回
数
は
平
成
30
年
度
は

火
災
７
回
、
人
員
捜
索
１
回
だ
っ
た
。

報
酬
等
に
つ
い
て
は
、
県
内
の
状
況
等

を
調
査
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。 野田謙二
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質問の時期
年４回の定例会において行われます。

質問の要領
●議長の許可を得て行います。
●順番は、抽選にて決定します。
●議員が質問を行い、これに対し町長など執
行部が回答します。
●議員の質問時間は、１人30分以内となっ
ています。

質問の通告
議題と関係なく苓北町の行財政全般に
わたる政策論議です。
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